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南
九
州
市
立
図
書
館

	

知
覧
図
書
館

	

頴
娃
図
書
館

	

川
辺
図
書
室

　

南
九
州
市
立
図
書
館
は
、
知
覧
図
書
館
、
頴
娃
図
書
館
、
川

辺
図
書
室
の
三
つ
の
図
書
館
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
蔵
書
の

充
実
度
は
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
ま
た
、
お
は
な
し
会

や
読
書
の
つ
ど
い
な
ど
、
少
し
で
も
多
く
の
お
子
さ
ん
に
本
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
も
貸
し
出
し
て
お
り
、
館

内
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　

本
市
の
図
書
館
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
14
年
当
時
の
知
覧

村
に
新
聞
縦
覧
所
と
し
て
知
覧
図
書
館
が
設
立
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
大
正
12
年
に
は
川
辺
図
書
館
が
、
大
正
13
年

に
は
頴
娃
図
書
館
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
な
ど
、

南
九
州
市
で
は
早
く
か
ら
図
書
館
が
で
き
た
と
い
う
歴
史
が

あ
り
ま
す
。（図書資料）

一般図書 154,615
児童図書 98,803
郷土資料 5,655
合　計 259,073

（視聴覚資料）
ＣD 4,581
ＤＶＤ 1,243
ＶＴＲ 1,192
合　計 7,016

（その他資料）

エプロンシアター用
人形など 864

読みたい、見たい、
聞きたい資料が充実

読む、見る、聞く、参加できる

私たちのまちの図書館
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　移動図書館車は、小学校、保育所、幼稚園、地区・校区公民館な
ど市内 64 カ所を２台で月曜日から金曜日に巡回しています。１台の移
動図書館車には約 2,500 冊の本を搭載しています。
　巡回には司書が必ず同行し、読み聞かせなども実施しています。
　毎月の図書館車の巡回場所は広報南九州の「図書館だより」に掲載
していますので、ご確認ください。

 図書館利用者カード

　移動図書館車（ゆめさと号・さくら号）

自動貸出機

　各図書館には、自動貸出機が設置さ
れています。
　カードがあれば自分で本を借りることが
できます。

~自動貸出機の使い方 ~
1. 借りる本をテーブルに置く。
2.『貸出』ボタンをマウスでクリック。
3.利用者カードをバーコードで読ま
せる。

4. 借りる冊数の数字をクリック。
5.『貸出』ボタンをマウスでクリック

したら完了です！

資料（本）検索

　自分で読みたい本を探したい時は、パ
ソコンの検索画面に本の名前や著者名な
どを入力して検索することができます。

ゆめさと号 さくら号

図書館の便利なサービス

～ご存知ですか～
◎『図書館利用者カード』は、市内の３つのどこの図書館（知覧図書館、頴娃図書館、川辺図書室）でも

利用できます。
◎お近くの図書館に借りたい本がなくても、他の図書館にある場合は、お取り寄せして数日後に借りることが

できます。係員にお伝えください。
◎本を借りた図書館と返す図書館は同じでなくてもよいです。移動図書館車でも返却できます。
◎本は、図書館が閉館時でもそれぞれの図書館玄関前に設置されている『図書返却口』で返却できます。
　（視聴覚資料は、必ず各図書館のカウンターで返却ください）

　本などを借りる時は、『図書館利用者カード』が必要です。はじめて利用
する方は、申込書に必要事項を記入の上、本人の確認できるもの（免許証・
保険証など）をお持ちになってカウンターに堤出してください。
＜貸出冊数と貸出期間＞
・図 書 資 料 ……… １人 10 冊まで（15 日以内）
・視聴覚資料 ……… １人２点まで（８日以内）

特設コーナー

　季節やイベントに合わせたさまざまな特
集コーナーを常時設置しています。入館
の際はぜひご覧になって本選びにご活用
ください。
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お
は
な
し
会

　
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
指
遊
び
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
、
秋
の
読
書
週
間
中
は

お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
も
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
大
型
絵
本
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
さ
ら
に
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育

所
、
小
学
校
な
ど
に
出
向
い
て
読

み
聞
か
せ
を
定
期
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

読
書
の
つ
ど
い

＊
お
は
な
し
会
＊

知
覧
・
頴
娃
図
書
館
は

毎
週
土
曜
日
の
午
後
３
時
か
ら

川
辺
図
書
室
は

第
２
・
４
木
曜
日
の
午
後
４
時
か
ら

市では、子どもが読書習慣を身につけるために、乳幼児から読書に親しみ、
読書の楽しさを知ることができるよう取り組んでいます。

おはなし会スペシャルの様子

『
読
書
の
ひ
ろ
ば
』
… 

市
内
の
小
中

学
校
生
の
読
書
感
想
文
や
感
想
画
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
薩
南
文
化
』
… 

南
九
州
市
の
郷
土

誌
と
し
て
、
歴
史
、
文
化
活
動
、
行

政
、
産
業
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
ら

れ
、
ふ
る
さ
と
を
再
発
見
で
き
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各年代の最高貸出数
（平成25年中）

小学生以下	 ……	 437 冊
中学生～ 19 歳	 ……	 265 冊
20 歳代	 ……	 279 冊
30 歳代	 ……	 272 冊
40 歳代	 ……	 341 冊
50 歳代	 ……	 245 冊
60 歳代	 ……	 348 冊
70 歳代以上	 ……	 367 冊

図書館をたくさん利用されています。

視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー

雑
誌
コ
ー
ナ
ー

　
図
書
館
は
本
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
も
貸

し
出
し
ま
す
。
ま
た
、
館
内
で
も

視
聴
で
き
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
週
刊
誌
、
月
刊
誌

な
ど
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
本
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
保
健
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
３
・
４
カ
月
検

診
時
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。

　
年
１
回
、
３
つ
の
図
書
館
が
交

代
で
、
絵
本
作
家
な
ど
を
招
い
て

講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

読書のひろば

子どもへの読書推進活動

薩南文化

赤
ち
ゃ
ん
絵
本

プ
レ
ゼ
ン
ト（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
）

『
読
書
の
ひ
ろ
ば
』

『
薩
南
文
化
』  

発
行
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川
辺
図
書
室

休
館
日
：
毎
週
火
曜
日
、
毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
年
末
年
始
（
12
／
29
～
１
／
３
）

住所：知覧町郡 6209 番地 1
　　　（市役所知覧支所近く）
☎ 0993-83-4939
近くのバス停留所：市役所（ひまわりバス）

住所：頴娃町牧之内 2608 番地
　　　（頴娃文化会館近く）
☎ 0993-27-3311
近くのバス停留所：頴娃図書館（ひまわりバス）

住所：川辺町平山 6630 番地
　　　（川辺小学校近く）
☎ 0993-56-0474
近くのバス停留所：横手町もしくは川辺本町
	 （ひまわりバス）

南九州市立図書館
開館時間：全館午前9時30分～午後６時
	 （6・7・8月は午後７時まで）
休		館		日：下記のとおり	

頴
娃
図
書
館

休
館
日
：
毎
週
火
曜
日
、
毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
年
末
年
始
（
12
／
29
～
１
／
３
）

知
覧
図
書
館

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
年
末
年
始
（
12
／
29
～
１
／
３
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
九
州
市
の
図
書
館
の
歴
史
が
、
県

内
で
最
も
古
く
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
知
的
探

究
心
の
強
い
市
民
性
で
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
こ
と
が
県
内
の
図
書
館
に
お

い
て
も
貸
出
冊
数
上
位
と
い
う
結
果
に

結
び
付
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
た

く
さ
ん
の
本
が
あ
っ
て
も
利
用
者
が
い

な
け
れ
ば
宝
の
持
ち
腐
れ
で
す
。
素
晴

ら
し
い
施
設
と
そ
れ
を
大
切
に
利
用
す

る
市
民
の
方
が
、
南
九
州
市
立
図
書
館

の
自
慢
で
す
。

～
南
九
州
市
立
図
書
館
の
自
慢
～

　
南
九
州
市
の
図
書
館
は
、
ど
れ
も
新

し
く
・
明
る
く
・
美
し
く
、
そ
し
て
、

温
か
い
お
客
さ
ま
と
の
交
流
が
あ
り
ま

す
。
館
内
に
は
い
つ
も
、
心
優
し
い
方

が
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
花
が
飾
ら
れ
、

そ
の
花
を
見
た
他
の
方
か
ら
の
求
め
で

名
前
を
調
べ
た
り
し
て
、
新
し
い
交
流

が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
校

帰
り
の
子
ど
も
や
受
験
生
も
や
っ
て
き

ま
す
。
皆
さ
ん
、
読
み
た
い
本
を
選
ん

だ
り
調
べ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
的
探

究
心
を
満
た
す
た
め
に
や
っ
て
く
る
の

で
す
。
皆
さ
ん
図
書
館
を
愛
し
て
利
用

　
週
に
一
回
は
図
書
館
に
行
っ
て
本
を
借
り

て
読
ん
で
い
ま
す
。
最
初
は
好
き
な
小
説
し

か
読
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の

種
類
の
本
が
あ
る
の
で
、
趣
味
の
植
物
や
料

理
の
本
も
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

ご
ろ
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
児
童
図
書
が
大

変
充
実
し
て
い
ま
す
。
知
り
た
い
こ
と
が
載
っ

て
い
る
児
童
図
書
を
読
む
と
、
子
ど
も
に
わ

か
る
よ
う
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
説
明
さ
れ

て
い
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
で
す
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
本
を
読
む
の
が
好
き
で
し
た
の
で
、

図
書
館
が
あ
っ
て
本
当
に
幸
せ
で
す
。
ま
だ

ま
だ
読
み
た
い
本
が
いっ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

（
頴
娃
町
　
60
歳
代
女
性
）

　
私
が
毎
週
欠
か
さ
ず
行
く
場
所
、
そ
れ
は
「
図

書
館
」
で
す
。
自
宅
か
ら
近
い
「
川
辺
図
書
室
」

が
一
番
の
お
気
に
入
り
で
す
。
職
員
の
方
も
親
切

で
、
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
本
な
ど
す
ぐ
に
取
り
寄
せ

て
く
れ
ま
す
。
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
子
ど
も
用

の
ト
イ
レ
も
設
置
し
て
あ
り
、
低
め
の
椅
子
、
手

に
取
っ
た
本
が
す
ぐ
に
読
め
る
よ
う
に
配
置
さ
れ

た
ソ
フ
ァ
ー
、
棚
は
低
く
て
全
体
が
見
渡
せ
や
す

く
、
子
ど
も
連
れ
の
方
で
も
安
心
し
て
ゆ
っ
く
り

本
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
内
の
い
ろ
い
ろ

な
図
書
館
に
足
を
運
び
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
の

設
備
が
揃
っ
て
い
る
図
書
館
は
あ
ま
り
見
か
け
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
利
用
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

（
川
辺
町
上
山
田
　
橋
口
奈
美
子
さ
ん
）

毎月、広報紙の『図書館だより』コーナーに、
おすすめ本のほか図書館に関する情報を掲載し
ています。ぜひご覧ください。

図
書
司
書
よ
り

利
用
者
の
声

利
用
者
の
声


